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カバーの奥にある、�

“読み⼿”としての私

KAMIHONは、⼀⾒すると「ブックカバー」

という馴染みのある存在ですが、その中に静

かで強い思想が流れている気がします。どん

なことがきっかけで開発されようと思ったの

でしょうか？

最近では、雑貨店や書店でも“かわいい”ブッ

クカバーをよく⾒かけますよね。KAMIHON

も⼀⾒すると美しいデザインが印象的です

が、⽬指しているのはそこではない気がしま

す。

そもそもKAMIHONというプロダクトが、

「読書」という⾏為そのものを、まるでライ

フスタイルのように捉えている気がします。

最近は「サステナブル」が合⾔葉のように、

プロダクトにもライフスタイルにも意識され

るようになりましたよね。KAMIHONは、そ

れとは少し違った思想を持っているように感

じます。

KAMIHONを作ろうと思った原点には、「読

み⼿」としてのご⾃⾝の感覚が強く影響して

いるんですね。

確かに、漫画や雑誌はデジタル化が進んでい

る印象ですが、⼩説は意外と紙で読まれてい

るんですよね。

わかります。⼿に持つ感覚って、読書体験に

すごく影響しますよね。

なるほど…それは、今の時代だからこそ気づ

く感覚かもしれません。

なるほど、それでKAMIHONの世界観に繋

がっていくんですね。

確かに、KAMIHONのデザインはどれも個性

的で、誰かの“正しさ”に合わせていないよう

に⾒えます。

“サステナブル”という社会的意義より

も、“⾃分⾃⾝が⼼地よいかどうか”という個

⼈の感覚を尊重しているんですね。

それは、すごく静かで、それでいて⼒強い

メッセージですね。

多様性、ですか。

わかります。電⾞の中で読んでいると、ふと

誰かの視線を感じたり、その⼈がその本に興

味を持っているように⾒えたり。

KAMIHONのカバーって、その滲み出る“読書

の空気”みたいなものを視覚化してるように

感じます。

読書って、ただの“娯楽”ではなくて、暮らし

の中にそっと寄り添う“呼吸”のようなものな

のかもしれませんね。

たしかに。「読んでいる本」より「カバーで

どう⾒えるか」に意識が向いてしまう。

なるほど。⾵景そのものが“語りかける”よう

な感覚ですね。

まさに、読者と本が、カバーを通して内⾯で

つながるというか。

⾔葉では説明できないけれど、⼼が動く。そ

ういう存在って、とても強いですね。

確かに、読書ってただ情報を読む⾏為では

なく、もっと内⾯的な“時間”で、「読

む」こと⾃体を楽しむものですよね。

レザーや厚⼿の布だと、せっかくの⽂庫

のコンパクトさも損なわれますよね。

KAMIHONが⽬指しているのは、装うため

のカバーではなく、“物語に⼊るための

扉”なんですね。

まさに“内側よりも静かに語る”という⾔

葉の意味が、今の話ですごく腑に落ちま

した。

最初は、特別なきっかけがあったわけで

はないんです。街の本屋さんで、紙のカ

バーをもらって、それをそのまま使ってい

ました。でも、ある⽇ふと「これはただ

の保護材なんだな」と思ってしまって。�

機能としては⼗分。でも、本を読むときに

感じるあの“⼊り⼝”の感覚には、何かが

⾜りないように思ったんです。きっかけと

いうか、⻑い間、無意識に感じていた違

和感に気付いたというか…

「かわいい」と⾔ってもらえるのは嬉しい

んですが、それだけで完結されてしまう

と、ちょっと違うんですよね。例えば、

「おしゃれなカバーをつけている私」み

たいな感覚だと、それって⾃分をどう⾒せ

たいかの話であって、読書体験とは別の軸

なんです。

ええ、その通りです。本って、読んでいる

ときだけじゃなくて、持ち歩いている時間

も含めて体験だと思うんです。カバンの中

にあるだけで少し安⼼したり、取り出し

た瞬間に空気が変わったり。そういう、

⽬に⾒えない感覚ってありませんか？

そうですね。もちろん、サステナブルで

あることは否定しませんし、⼤切なこと

だと思います。でも、KAMIHONが本当に

⽬指しているのは、“多様性”なんです。

はい、まさに。私は昔から⼩説が⼤好き

で、紙の本を読む時間ってすごく⼤切にし

ているんです。最近はどこに⾏っても「デ

ジタル化」「サステナブル」って⾔葉が並

んでいますけど、ふと気づいたんですよ

ね。「でも⼩説って、まだ紙の本が中⼼

じゃない？」って。

そうなんです。あまり知られていないんで

すけど、⼩説の年間出版点数ってすごく多

くて、それだけ「紙で活字を読みたい」っ

て⼈がまだまだいる証拠なんですよね。私

⾃⾝もそのひとりで、デジタル書籍は便利

ですし、ベッドの中で読めるのはありが

たい。でも…ページをめくるときの“儀式

感”というか、その物理的な⾏為の⽋如が

物⾜りなくて。

まさにそう。スマホなら何冊でも持ち歩け

るけれど、それって逆に選択の余地をなく

してしまう気もして。今⽇はどの本を読み

たい気分か、⾃分と向き合う時間がなく

なる。本を選ぶこと⾃体が、⼼のバロ

メーターなんですよね。

そう思います。そして、何でもかんでもデ

ジタル、何でもかんでもサステナブルとい

うのも違うかなと。もちろんそれは⼤切

なことなんだけど、「⼈間らしさ」や「⾃

分本位であること＝多様性」も、ちゃん

と尊重したい。フィルムカメラやレコー

ドが⾒直されているように、アナログの良

さって、⼼の豊かさに直結すると思うんで

す。

はい。昔のレコードに「ジャケ買い」が

あったように、本だってカバーに惹かれて

⼿に取る瞬間がありますよね。KAMIHON

は、既存のカバーに⾃分の感性を重ねる

ことができる、“もうひとつの物語”。そう

やって本に触れる楽しみが、もっと広がっ

ていけば嬉しいです。

ええ。だからこそ、50種類、100種類と展

開していく予定です。�

「なぜこんなに多いの？」と聞かれるこ

ともありますが、それは“選ぶ⾃由”を⽤

意したいからなんです。誰かと同じじゃな

くていい。どれが好きかは、誰にも決めら

れない。そういう感覚を⼤事にしたい。

そうなんです。私たちは、環境問題にもも

ちろん向き合っていますが、まずは「感覚

のダイバーシティ」を広げることが、⼼の

平和、社会の多様性、そして結果的に環

境への配慮につながると信じています。

KAMIHONは、ただの紙ではなく、ただの

ブックカバーでもない。�

それは、あなたの“違い”をそっと肯定す

る、もうひとつの⾔葉になれたらと思って

います。

はい。情報や価値観が似通い、みんな

が“共感”を重視する時代に、あえて“共感

されなくてもいい”というスタンスも必要

だと思っていて。だからKAMIHONでは、

「⼀⼈ひとり違っていい」「感性に正解な

んてない」ということを、プロダクトとし

て発信したいんです。

そうそう。それって、たとえば⾳楽をイヤ

ホンで聴いてるときの“⾃分だけの世

界”にも近い感覚で。�

本を読むことって、内⾯と深くつながる⾏

為だし、他⼈に⾒せたいものでもない。

だけど、その“世界観”は外にも静かに滲

み出ているんです。

嬉しい表現ですね。まさにそうで、「た

だのカバー」ではなく、「物語とともに

ある景⾊」みたいな。誰に⾒せるためで

もない、⾃分のための、でも結果的に誰

かの⼼に触れるかもしれない。そんな存

在であってほしいです。

まさにそうです。KAMIHONは、“本を読

む時間”を少しだけ豊かにすること

で、“⽣きる時間”そのものにも静かに寄

り添いたいと思っています。

そうなんです。KAMIHONは「本の世界に

⼊っていくための装置」であって、「私を

かわいく⾒せるアクセサリー」ではないん

です。だから、装うのではなくて纏って欲

しい。�

デザインそのものも、ただの模様ではな

く、どこかで物語が聞こえてきそうな⾵景

であることを⼤切にしています。

はい。本って、⾃分と物語の間にある“会

話”だと思っていて。KAMIHONも同じで

す。その⽇の⾃分の気分だったり、読もう

としているジャンルだったり。�

そういう無意識の中から⾃然に選ばれる

ような存在にしたかったんです。

ええ。だから「かわいい」よりも、「な

ぜか惹かれる」「ずっと⾒ていたくな

る」。そんな“理由の⾔えない感情”に寄

り添えるデザインを意識しています。

強いです。そして、そういう感覚こそが、

今の時代にとても必要だと思っているんで

す。正解や効率に追われる世の中だからこ

そ、もっと感覚に⾝を委ねてみてほし

い。KAMIHONは、そんな“感じる⼒”を思

い出すきっかけになれたらいいなと思って

います。

そうなんです。私にとって読書は、外の世

界を少しだけ静かにして、物語の中に⾃分

をゆっくり沈めていく時間。その⼊り⼝

にあるブックカバーが、無機質だった

り、ただおしゃれなだけのものだと、気持

ちがついていかない。だからレザーや

ファブリックのカバーも試しましたが、

素材感が強すぎて、紙の本が持つ「軽や

かさ」と馴染まなかったんです。

ええ。それに、本って⾃分にとって特別

な“今”を形にした存在でもあると思って

いて。�

だから「誰かがオシャレと⾔ったから使

うカバー」ではなく、「今の⾃分が選び

たくなる⾵景」を纏いたかった。そう

思って、最初にKAMIHONの原型になるよ

うなデザインを作り始めたんです。

まさにそうです。ページを開く前の、ほん

の⼀瞬。�

深呼吸するような、⽬を閉じるような、

その静けさを感じられるものを作りた

かった。�

読むという⾏為を“儀式”のように⼤切に

している⼈へ、KAMIHONをそっと差し出

したいと思っています。

ありがとうございます。読む前から⼼が少

しだけ整っていくような。�

そんな体験を、紙とインクとデザイン

で、静かに届けられたら嬉しいです。

カバーの奥にある、�

読書という儀式


